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昨年は、高温・少雨の影響で以下の課題がありました。

充実不足による白未熟粒が発生し、品質が低下した。

渇水により初期除草剤が効かず、雑草が旺盛になった。

そこで、今年は充実度の向上と雑草の抑制を徹底しましょう！

充実度の向上のために中干しをしましょう！

中干しは、過剰分げつを抑制し籾数過多を防ぐため、充実度
の向上につながります。

１株に茎が約２０本程度確保できたら開始しましょう。

田面に約１cmのひび割れができる程度に乾かしてください。

【ポイント】

ひび割れが大きすぎると根が過度に切れるおそれがあるため、注意深
く観察してください。

中干しを十分に行えないところでは、できるだけ落水状態の期間を
とるように実施してください。

雑草抑制のために雑草管理をしましょう！

中後期除草剤は、初期除草剤で雑草が残った場合に使用しま
しょう。

～中後期除草剤一覧～
使用時期 薬剤名 対象 備考

移植後７日～
ノビエ４葉

クリンチャー ノビエ 深水散布

移植後１５日～ バサグラン 広葉 落水または深水散布

移植後１４日～
ノビエ４葉

レブラスギア ノビエ・広葉
落水または浅い深水

散布移植後２０日～
ノビエ６葉

ワイドアタックSC ノビエ・広葉

剤型や使用量等は製品のラベルで必ず確認してください。

JAおおいた豊肥営農経済センター 営農部 農産課 ☏ 63-4994
大分県豊肥振興局生産流通部 地域営農・水田活用第一班 ☏ 63-1301

豊肥振興局HPから
カラーで見られま
す！
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